
生活協同組合（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

「生協」は、私たちの生活の中に溶け込んだ組織としてなくてはならない存在になっています。

ひと口に生協と言っても、実に数多くの種類があります。
食料品や日用品を扱う「購買生協」だけでなく、医療の生協、住宅建築の生協、補償の生協、いろいろとあります。各地の生協を繋ぐ事業
連合と呼ばれる組織もあります。
１人では力不足でも消費者が共同することで、消費者の視点に立った商品の供給を求めます。

現在では、大きなデパートや大学病院よりも大きな規模の生協も増えていますが、生協と名乗るには、消費生活協同組合法という法律に基
づかなければならず、営利目的を禁じられるなど、組合員本位の経営が義務づけられています。

当事務所や各弁護士は、現在、県内のいくつもの生協から顧問や役員を仰せつかっています。古いお付き合いのところもあれば、比較的最
近、お付き合いが始まったところもあります。
市民が共同することによって大きな力を携え、市民本位の生活を目指すことは我が事務所のスタンスであり、強いシンパシイを感じます。

最近、生協と連携するお仕事が増えていますが、私たちもなぜ生協が現代に大きな力を持ち得たか、その中から学びたいと考えています。

ご挨拶（弁護士　南木　ゆう）
弁護士　南木　ゆう

つい最近、入所のご挨拶をさせて頂いたと思ったら、あっという間に１年が経ってしまいました。今日は、挨拶の話しです。

私は、「いつも明るく挨拶をしてくれるね。」と人から褒められることがあります。
特に心がけているという訳ではないのですが、前職の習慣が無意識にしみついているのだと思います。
「笑い」に携わる前職では、どんなに朝が早くても、夜中からの辛い仕事でも、元気に笑顔で「おはようございます。」というのは、当た
り前のことでした。

私は、極端に朝が弱く（いつも旦那さんが優しく、時には冷たく起こしてくれます。）、毎朝事務所に出るときはテンション下がりまくり
です。
でも、どんなに疲れていて辛くても、元気に「お早うございます。」と言うと、何故か明るい気持ちになることができます。自分の気持ち
を変える（騙す？）ことができるのです。
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それだけではありません。私の「おはようございます。」に笑顔で返してもらえたりなんかすると、山積みの仕事もなんのその、めきめき
パワーが湧いてくるような気さえします。

ぜひ皆さんも試してみて下さい。

雪の降る福島で（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

２０１４年１１月１４日、飯舘村の村民２８３７人が、東京電力を相手方として、原子力損害賠償紛争解決センター（原発ＡＤＲ）に集団
申立てをした。
私も、弁護団に参加し、第２次集団申立て準備のため、１２月６日、福島へ行き、飯舘村から避難中の３世帯の方から事情をうかがった。
この冬一番の寒波が到来し、福島でも午後から雪が降り始めた。

飯舘村は、福島第１原発から北西３９キロに位置する。
２０１１年３月１１日の大震災後、同月１５日、福島第１原発２号機の格納容器が破損し大量の放射性物質が放出され、風により北北西へ
運ばれた。同日夕方からの雨は翌日に雪に変わった。この雨と雪で、放射性物質が地表へ沈着し、飯舘村に高い汚染をもたらした。
しかし、当時、汚染情報は、村民に知らされなかった。

「炊き出しに参加して、外で、大きな鍋で牛乳を沸かして、みんなで飲んだの」
「雪が降った後、子どもたちは、雪で遊んでた。何にもわからなかったから」。
数分の沈黙が続いた。
悔しさで、お互い涙で声が詰まった。

こんなことは許されない。
償い、二度とこんなことが起きないようにすることが、生きている者のつとめのはずだ。
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アスベスト被害の救済に向けて（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

2014年の10月9日15時、最高裁判所は、大阪泉南地域のアスベスト被害について、国の責任を認める原告勝訴の判決を言い渡しま
した。

この判決は、アスベスト被害について国の責任を認めた初めての最高裁判決です。
司法の頂点にある最高裁が、経済活動よりも労働者の健康が優先されることを確認し、国の責任を明確に認めた点で極めて大きな意義があ
ります。
そして、この最高裁判決をうけ、厚生労働大臣は、被害者と面会し謝罪をした上で、この大阪泉南地域以外のアスベスト被害者に対しても、
この判決の基準（別表）に照らして和解をしていくことを明言しました。
アスベスト被害の撲滅と被害者の救済にとって非常に大きな一歩です。

とにかく、アスベスト被害は甚大かつ壮絶です。
疾患を完治させるような治療方法はなく、止まることなく咳、痰が出続け、呼吸が困難になり、一日中、鼻にチューブをさして酸素吸入を
要するようになります。
そして、家族に「生き地獄だ。」と告げて亡くなっていきます。

僕は、現在、埼玉弁護士会のアスベスト被害救済に取り組む弁護士で結成した埼玉アスベスト弁護団の事務局長を務め、気がつけば、現在、
さいたま地裁で起こされている複数のアスベスト訴訟の事務局長も務めています。

あまりの大変さに、なんでこんなことになってしまったのだろう、などと思うこともありますが、僕の依頼者にもアスベストで亡くなって
しまった方々がいます。
被害救済のために今後も全力で取り組んでいく覚悟です。

今後、間違いなく、アスベストの被害は増え続けます（アスベスト被害は吸ってしまってから２０年以上経過して突然発生します）。
あまり権利だ義務だいうのは好きでありませんし、ぜひ僕のところにご相談ください、などと依頼を呼び込むこともしたくないのですが
（大変ですし･･･）、アスベスト被害だけは別です。アスベスト被害に遭ってしまった方、疑いを持っている方はぜひ、アスベストを取
り扱っている弁護士のところにご相談ください。
これはお金の話ではなく、命の話です。
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クレーム対応（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

先日、日本チェーンストア協会からお声がけいただき、難クレームの法的対応等について勉強会の講師を務めてきました。

スーパー等での実際の事例が題材だったのですが、どのようなケースでも、まずは事実関係の確認が初めの一歩になります。
しかし、認知症や精神疾患を抱えている方のクレームの訴えや、食品など対象物が消費されている場合には、事実関係の確認だけで一苦労
です。

裁判であれば、被害を訴える側がその被害について具体的に主張立証しなければ、その訴えは簡単には認められません。
しかし、お客様対応の観点からは、なかなかこのようには割り切れません。
そのため、スーパー等の現場の方々は、このような難クレームについて真摯に対応すべく、熱心に学習されていました。

店舗や役所、病院、学校等、ありとあらゆる場面でクレームに関する問題が生じています。これまで私たち弁護士がこのようなクレームに
関わるのは、多くが訴訟になってからでした。
しかし、もっと手前の段階で弁護士をご利用いただくことで、より早く、柔軟な解決が見込めることもあります。
私たちも学習を積みたいと思います。
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浦和駅頭宣伝（弁護士　谷川　生子）
弁護士　谷川　生子

昨年から、毎月１回、自由法曹団埼玉支部と埼玉労働弁護団とが一緒になって、浦和駅頭で宣伝活動を行っています。

夕方の５時頃、急ぎ足で歩く人々に向けて、労働法制の改悪反対、集団的自衛権の行使容認反対等の呼びかけをしています。
その都度、団体の作成したパンフレットやチラシを配っていますが、年配の女性は比較的受け取りが良く、若い人や年配の男性はあまり受
け取ってくれない印象です。

ですが先日、年配の男性がチラシを受け取ってくれ、声をかけられました。

「知り合いに何組も縁談まとめた人がいるんだけど、こないだ話がまとまりかけたときに男性が非正規社員だっていうことが女性の親にわ
かって、駄目になったって。これじゃあ子供が増えるわけないよね。自分はもう年だからどうってことはないけど、是非、若い人がきちん
と将来設計できる世の中になるように、頑張ってください。」

様々な世代の人が、それぞれ社会に対し何かを感じています。駅頭で呼びかけている言葉が、誰かの頭にフィットする瞬間があるかもしれ
ません。
今年も定期的に駅頭宣伝活動を続けるつもりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生活保護基準引下げ違憲訴訟（弁護士　古城　英俊）
弁護士　古城　英俊

2013年8月に生活保護基準が引き下げられ、2014年の4月も同様に引き下げられました。
これらの引下げに反対する活動に取り組んできましたが、2014年8月1日、原告25名が、2013年8月の引下げを取り消すよう求
める訴訟をさいたま地方裁判所に提起しました。
この訴訟では、引下げによって原告がより一層困窮状態に陥り精神的苦痛を被ったとして、国家賠償も請求しています。

2014年11月19日、第1回口頭弁論期日が行われる1時間以上前から、裁判所の建物の前には、傍聴券を求めるたくさんの人たちが
列を作っていました。
50枚弱の傍聴券を求めて並んだ人数は188名。期日と並行して開催された裁判を支援する集会の参加者は238名。
多くの人に関心を持ってもらい、また、支えられ、原告も弁護団も勇気づけられました。
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埼玉での第1回期日までに、全国でもすでに13県が基準引下げに対する取消訴訟を提起しました。
全国各地で、基準引下げは憲法25条違反であるという声が上がっています。
2012年の生活保護バッシングの報道以降、生活保護受給者は肩身の狭い思いをし、どんなに苦しい生活をしていても声を上げることが
できませんでした。

しかし、今回の引下げは、受給者の生活をより一層困窮状態に陥らせるものであり、違憲・違法なものです。
また、生活保護基準は、個人住民税の非課税基準などとも連動しており、基準の引下げは、生活保護受給者だけの問題ではありません。

基準の引下げ反対が全国的な流れになっていますし、埼玉でも裁判を通じて今回の引下げがいかにおかしいものかを訴えていくことで、違
憲・違法な国の行為に対して胸を張って「おかしい」と言える雰囲気を徐々に広げていくよう継続して取り組んでいきます。

詐欺についての雑感（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

連日、テレビや新聞で何千万円も騙し取られたというニュースを見聞きしますが、私も毎年、多くの詐欺被害の相談をお聞きしております。

相談の詐欺の内容は、未公開株、社債、ＦＸ自動売買ソフト、ファンド、ＣＯ２排出権、インターネットサイトを利用した詐欺、架空請求
など無数にあります。

未公開株等を高値で買い取らせてほしいと電話してくる第三者が現れるもの、詐欺の被害を回復するための費用としてさらに金銭を騙し取
るもの、必ず年間○％の配当がある、絶対損はしないと説明するもの等は典型的な詐欺の手口です。お心あたりはないでしょうか。

詐欺被害に対して最も大切なのは、都合の良い話を疑うことです。疑ってお金を払わなければ被害はありません。
とはいえ、詐欺業者はパンフレットを用いた言葉巧みな説明で信じてしまう場合もあります。

そこで、次に大切なのは、お金を支払った後でも、怪しいと思ったらすぐに弁護士に相談することです。

詐欺被害の事案では、詐欺業者に逃げられる前に対処するのが重要です。
詐欺業者は、多くの人から騙し取った後に行方をくらませることが少なくありません。
詐欺業者の言うとおりに配当がされているとしても、その配当は逃げる時間を稼ぐ手段の場合があります。

都合の良い話や怪しいと感じたら、いつでもご相談下さい。
初回相談料は無料ですし、ご相談していただくことで詐欺被害を防止できたらと思います。
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雑感　”世界文化遺産”（弁護士　宮澤　洋夫）
弁護士　宮澤　洋夫

２０１４年６月２１日、操業停止後１８年に亘り片倉工業に管理された「富岡製糸場と絹産業遺産群」がユネスコの世界文化遺産に登録さ
れ、これに続いて１１月２７日小川町・東秩父村に伝承されてきた細川紙を含む「和紙　日本の手漉和紙技術」のユネスコ無形文化遺産登
録がなされた。

戦後数年間まで郷里長野県筑北地域の農家は養蚕業を営み、〃繭〃は主として片倉工業に売却され、冬の農閑期には副業として一部の農家
は信濃川上支流に簇生する楮を原料として手漉和紙を製造し松本市の業者に売却されていた。
現在は何れも見ることはない。

明治政府の近代化政策はフランス技術を導入した官製富岡工場を設立し生糸産業を軸に進められた。
岡谷市周辺の片倉工業等は改良した諏訪式工法により飛躍的増産を遂げ、輸出総額の６０％占有に寄与し「女工哀史」を残しつつも〃絹文
化〃の造り上げ・強大な軍備の原資提供の役割を果たして日清・日露戦争の勝利に寄与した。

重化学工業への転換の遅れが〃太平洋戦争〃敗北の重要な一因となっているとの認識の下に戦後復興が推進され、最近まで世界第２位の経
済国にまでの繁栄をもたらした。
文化遺産登録の期に国の在り方を再考したいと思う。

埼玉奨学金ネットの取組み（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

私が事務局を担当している「埼玉奨学金問題ネットワーク」ですが、早いもので設立から１年あまりが経過しました。

この1年間の取組みは主に次の３つです。

①奨学金無料電話相談－弁護士・司法書士による奨学金の返済に関する無料の電話相談を実施し、１年間で１８件の相談を受けました。
「低収入のため奨学金の返済ができない」という相談が最も多く、現在の雇用情勢の劣化を改めて実感しました。

②高校教職員への研修会－高校の教職員の方々を対象に講演を実施してきました。
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「これまで自分が生徒に勧めてきた支援機構の奨学金が将来逆に生徒たちの足かせになっていると知り複雑な気持ちになった」など高校の
先生方からは驚きと戸惑いの声があがりました。

③議員への説明会－議員の方々にも奨学金問題の説明会を実施してきました。
特に、桶川市議会では、２０１４年６月に「奨学金制度（支援機構）の改善を求める意見書」を採択して頂きました。

このように少しずつではありますが、埼玉奨学金ネットの活動の広がりを感じています。

今後もご支援を宜しくお願いします。


